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高速炉において、燃料中心に吸収材を配置した軸芯燃料を利用した場合の再臨界回避の効果について解

析評価した。 
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1. 緒言 

高速炉において、MOX 燃料に軸芯燃料に適用した場合の上下凸型炉心と円柱型炉心のコンパクション反応

度、ドップラー反応度、ナトリウム反応度、燃焼反応度を解析し、軸芯燃料の炉心特性、安全性に関する

効果を評価した。 

2. 解析手法、結果 

2-1. 解析手法 

上下凸型炉心と円柱型炉心の外側

炉心に軸芯燃料を装荷した場合の

解析を、体系を忠実に模擬できるモ

ンテカルロコードMVPを用いて実施

した。 

2-2. 結果 

表１に解析結果を示す。コンパク

ション反応度は上下凸型炉心では

より負となり、円柱型炉心ではコン

パクション反応度は正から負とすることができた。 

また、ドップラー反応度とナトリウムボイド反応度は、軸芯有りと軸芯無しでは、円柱型炉心、上下凸

型炉心とも大きな差はなく安全性は両者おおきな差がないことが明らかになった。 

燃焼反応度は、上下凸型炉心は軸芯燃料が若干大きくサイクル期間の縮小等の対策が必要であるが、円

柱型炉心では大きな差は生じていなかった。 

3. 結論 

高速炉において、軸芯燃料を外側炉心に適用することは、コンパクション反応度を低下させることから

安全性の向上に寄与できることが分かった。 
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表１ 解析結果  
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